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.It(:近雛の輸入が活発化するとともに，この問題をめぐってわが国の純鶏改良の分野に多くの課
題を提供しているととは胤匁iの事実である．このような状勢下にあって，外同鶏の将々の経済能
力を同政鶏の能力と比較検討するための飼養試験がすでに開始され，その成W－が報告されつつあ
る説状である．しかし外国鶏の能力を適格に把挺するためには，飼養試験だけでなく各分野から
の基礎的研究の実施が早急lζ明まれているにもかかわらず，現在必ずしも卜分とはパーえないもの
がある．外rm鶏の能力をi汗f1liする方法として，ホルモン感受性の問題もまたこの点から＇＇＇＼然検， H
されなければならない．
ホノレモン投与に反応する組織主：，1の変呉は，ホルモン投与前の重量変w，組織が受けるホルモ
ン量の述いlとよる変災及び組織感受性の個体の迫いによる変呉の3っから構成されるものであり，
乙れらの変災は個体問のj立伝的並びに段境的変災ILよって影響されるものである．
1際化H寺または脈化直後の指mの紡巣ヨ~｛［；：及び鶏冠ill泣 lζ 対する j立 fiと域主Eの影響については
]AAP (1935), MUNRO et al. (1943), }AAP and THOMPSON (1944), }AAP (1947), DoRFMANN (1948), 
GoonwIN and CoLE (1952), }AAP and ROBERTSON (1953）等の桜丘がある．
一方僻化I寺または脈化u't後の雛における精＊及び鶏冠のホノレモン反応lζ対するil伝的支配につ
いてもいくつかの報告がある.DoRFMANN (1948）は l~I色レグホン椛雛の androgen lζ対する穂
冠反応が横斑プリマスロック栂雛より大であることから，この反応の品稗間差呉をlJらかにした．
]AAP and RoBERTSON (1953）は倫色レグホン将の 7近交系をJHい， androgenk対する鶏冠反応
の差異を被告し， androgen投与！日Jの鴻冠豆長がこの反応に影響することを示唆した． CAMPOS 
and SHAFFNER (1952）はニューハンプシャー騒を材料として，ホノレモン投与による鶏冠反応の遺
伝的影響をUJらかにするため， androgenを投与した解化直後の雛の鶏冠重量増加についての遺
伝力を評価し， JAAP,MuRRAY and TEMPLE (1961）もまた純化直後の賀mのgonadotrophin(PMS) 
及びandrogenk対する 1WW:反応と鶏冠反応lζ関する i出兵力を算出し，ともに「；；6~~ 遺伝）Jが認め
られることを証明した．さらに NESTORand JAAP (1964）は testosteronepropionate及びPMS
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の投与に対する初生雛の鶏冠反応の速いについて選抜をつづけ， 6代にして乙れらのホノレモンlζ
汚する感受性の異なる 2系統を得たと報告した． また鶏雛ではないが， ラッテを用いて CHAP-
MAN (1946）及びKYLEand CHAPMAN (1952）は， gonadotrophink対して高い卵巣反応と低い
卵巣反応を示す2つの系統を作出し， CASIDAet al (1952）はこれら 2系統の卵巣反応の差異がホ
ノレモン投与前の卵巣重量の大小と関係がある乙とを明らかにした．以tの諸報告は~，ずれも卵巣，
紡m.鶏冠などのホノレモン感受性が遺伝的特性であることを示している．
初生雛の性腺，とくに精巣は既知量の gonadotrophink対して説的lζ反応することは HAM-
BURGER (1950), BRENEMAN et al (1959), JAAP et al (1961）等の報告により明らかであり，
gonadotrophin量を assayするに際し，もっとも sensitiveな方法とされている．中条・今井
(1956）もラッテ，マウス，初生雛iと対して同一材料（白色レグホン種雄前葉の cephaliclobe 
粉末 lmgで反応の比較試験を行ない， chicktestがもっとも感受性の高いことを認めた．
本研究は gonadotrophink対する初生雛精巣の感受性の程度とその反応の斉－ti:という 2点
について，外国産雛と国内産雛の比較を試みたものである．
なお本研究に助力された農業改良普及員佐賀大学受託研修生日限奈生，お卜収i利，瀬上敏郎，
原田昭秀，黒瀬静J＆，古田J2t史の諸氏l乙感謝の志：を表する．
材料と方法
外1ねじ制！とIJ1内Jl'(i_鎖i：はfHY県卜．のほぼMじ規模をもっ2つの脈化J易から，それぞれ2副づっ計
411入手した総計425羽の単冠白色レグホン将雄初生担mを実験IL使川した．外国産雛は解化場が
l以必している commercialchick kjf:雛である. Jf！験期間は昭和39年5月11日から 6月8日まで
であり， このl'rl. 試験を2回反復して実施した． 第1回試験は5月11日脚化の外国産雛100羽
と5月18日瞬化の国内定雛112羽を， W2回試験は5月26日瞬化の外国産雛100羽と 6月4日解化
の国内政調!fa113羽をそれぞれ瞬化直後lζ入手して実験材料としたものである．いずれも供試雛は
random IL 2分し， gonadotrophin投与区と対照区とした．
DAs and NALBANDOV (1955), TABER et al (1958）等は鶏とHil乳動物で、は gonadotrophinIC質
的違いがある乙とを暗示していることから，本実験では gonadotrophin として，鴻ド主体！日1j:;'.j~
アセトン乾燥粉末 chickenanterior pituitary powder （以下 CAPと時）を佼川した.CAP 
作製には処理場における産卵用廃鶏のド重体前菜（cephaliclobe caudal lobeをー諸にしたも
の）を2週間にわたって係取し，アセトンで脱水，減圧乾燥し，使用時まで粉末化してデシケー
ター中l乙貯蔵した．路鶏1羽から採取した下垂体riT葉の平均乾燥霊法は 1.34mgであり，本研究
のためにはが~ 400 羽の廃））！~· ド重体 1liTti~を必要とした. CAPの投与方法はq.r条・今月二（1956）に
よる gonadotrophinassayの方法lζ準拠した．すなわち勝化直後の持mを解化場から入手し， 24
1!.fl白j後から12時間毎lζ51且I.1l!・ l羽当り 2mgの CAPを投与した．この CAP量はみj生雛lζ対
して，およそ100%の精巣重泣増加を生ぜしめることが fit/i実験で怖かめられた. CAP最終投与
後241寺岡目IC雛を剖検して，左右の精巣を別fl/ilととり出し， j誌津製作所製 torsionbalanceで_m
；止を測定した． 乙の間， fJt試鋭LはCAP投与区も止す！！尽区も全く j,;Jじ条件で飼育された．すなわち
100°F K調節した立体解卵器中の解化台上lζ並べた金網製の小ケージ内IL数羽づっ分散させてi泣
き，かl検時まで餌と水は給与しなかった．体重は雛を入手して例体系号を付ーする際測定した．
－・、
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結果及び考察
1.初生雛の体重
供試雛の初生時体重の平均値並びにその分散分析の結果は第1表及び第2表にそれぞれ示す通
りであった．外国産雛の初生時平均体重は第1回試験，第2回試験においてそれぞれ 35.07gと
Table 1. Average body weights in gms at one day of age for male S. C. White Leghorn chicks. 
Treatment Control Total 
E~~.t. Group No. ~~?re No. ~~?re No. ~~?re 。f 。f of chicks chicks chicks 
Foreign chick 49 35.42 49 34. 71 98 35.07 
Domestic chick 54 34.98 52 34.56 106 34. 78 
Foreign chick 48 34.41 48 35.23 96 34.82 
2 
Domestic chick 53 39. 79 55 40. 76 108 40.29 
Table 2. Analysi~ of variance of body weight 'at one day of age for male S. C. 
White Leghorn chicks 
Source of variation 
Total 
Between experiments 
Between treatments within experi-
ment 
Error 
ne;re 
freedom 
193 
2 
190 
* Significant at the 0.01 probability level. 
Foreign chick 
Sum of Mean 
squares square 
577. 33 
2.99 2.99 
28.37 14. 18 * 
545.97 2.87 
Domestic chick 
ne;re Sum of Mean 
freedom squares square 
213 3474.31 
1621. 75 1621. 75 * 
2 30.25 15. 13 
210 1822.31 8.67 
34.82gを示し， 2白｜の試験を通じて平均体重はほぼ［nJじであり，分散分析の結果からも試験の
反復聞に追いが認められなかった．これに対して国内産雛の王子均体重は第1回試験，第2回試験
においてそれぞれ 34_78gと 40.29gを示し， 2回の平均体重lζ違いが認められることが分散分
析の結果からも明らかであった．またtr~2表によれば，国内産雛で、は CAP区と対照区との聞に
)i'.が認められないが，外国産雛では有意差となっている．乙れはおそらく外国産雛のブiの error
頃が国内産雛のそれより非常に小さいことに起凶するものと考えられる．
初生指ffiの体重分散については~~ 3表lζ示す通りであった．
体重分散はtrn 回試験及び第 21両l試験を通じて，常lζ国内産雛が外国産自I~と比較して有意lζ大
きく（F=2.40及び3.26，ともKPく0.01)? 2群は同じ母集団に属するものとは考えられず，すな
わち体重の斉~tuc閲しては外国産雛の方が囲内産雛よりすぐれていることが推論された．同一
群の第1回試験と買う2回試験の体重分散比を算出してみると，外国産指fiでは F=3.49/2. 51=1. 39 
を示し，第1回試験， 1i!'12回試験を通じて体重分散には違いが認められないのに対して，国内政
雛では F= 1. 41/6. 02 = 1. 90, Pく0.01を示し，試験の反復によって体重の分散は有志lと異な
l 
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Table 3. Variance in body weights at one d凶yof age for male S. C. White Legho叩 chicks.
Expt. No. 
2 
Group Treatment 
Foreign chick 
Domestic chick 
Foreign chick 
Domestic chick 
2. 72 
4.99 
2.63 
12. 74 
* Significant at the 0. 01 probability level. 
る乙とが認められた．
Control 
2.09 
7. 11 
4.07 
9. 86 
Total 
2. 51 
6.02 
3.49 
I I.41 
F 
2. 40 * 
3.26 * 
初~＇＇·雛体重変異のかなりの部分が解化した種卵の大きさによるものと考えられることは， UPP
(1928), GRAHAM (1931), MUNROE (1940), Wiley (1950）その他多くの研究者が卵主と鮮化時体重
聞に非常IC高い相聞を認めていることから明らかである．このようlと舵：化時休前が卵重によって
支配されるところが大きいことを考えると，本実験の結果から，外同席指Ilζおける稲1Ji1の重量変
異はかなり小さいのlζ対して，国内産雛で二はかなりの変異ーがあり，おそらく附化毎lζ異なる種鶏
家の異なる稀鶏を使川した点IC!Ji悶があり，人卵令J；の平均卵重ICもj♀いがある乙とが推察される．
したがって初~＇＇·自ft体 if（の斉一性 IC閲して，外国政調It. と国内産雛にだが認められることは，明らか
に両者の純鶏改良の水準のj;tいをぶすものとええよう．初j生揚IH本if（の芹－-rt：とその後の発育段階
lとおける体重の所－・VI：とは無関係であるとは考えられず，この.＇.＇ .UCついての今後の改良が強く安
明される．
O Fo「eign Domestic Foreign Domestic 
chick chick chick chick 
Experiment 1 Experim町it 2 
Fig. I. Effect of chicken anterior pituitary powder on testes weight (circles show土standarddevia-
tion) at one day of age for male S. C. White Leghorn chicks. 
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2. CAPに対する精巣の感受性
第1回及び第2回試験における外国産及び国内産雛の対照区の平均精巣重量並びに CAPを投
与した場合の平均精巣重量は第4表と第1図lζ示す通りであった．
CAPを投与しない対照区の精巣重量（左右合計）は， 第1回試験では外国産雛が 4.18mg,
圏内産雛が 3.59mgであり，第2回試験では外国産雛が 4.58mg，国内産雛が4.37mgを示し，
いずれの場合も外国産雛が国内産雛よりも大であった．左右別の精巣重量もまた，外国産雛の方
が大であった. }AAP (1947）が，数系統の鶏を用いた実験において，精巣重量の違いを観察し，
精巣重量の大きさが雑種強勢の発現と関係のあることを示唆していることから，本試験において
Table .4 Testes weight response to total levels of 2 mgs of chicken anterior pituitary powder 
daily for 3 days when given in divided doses at 12・hourintavals. 
官：t Group Various weight Treatment Control Difference (3) 
2 
Foreign 
chick 
Domestic 
chick 
Foreign 
chick 
Dome~tic 
chick 
Body weight (g) 
Left testis weight (mg) 
Right testis weight (mg) 
Difference<1J (mg) 
Combined weight(•) (mg) 
Body weight (g) 
Left testis weight (mg) 
Right testis weight (mg) 
Difference<1) (mg) 
Combined weight (2) (mg) 
Body weight (g) 
Left testis weight (mg) 
Right testis weight (mg) 
Difference<1J (mg) 
Combined weight <2J (mg) 
Body weight (g) 
Left testis weight (mg) 
Right testis weight (mg) 
Difference <1l (mg) 
Combined weight <2J (mg) 
( 1) Difference between left and right testis. 
(2) Combined weight of both testes. 
(3) Difference between treatment and control. 
35.42 34. 71 
4.66 2.26 2.40 
4.07 I. 92 2. 15 
0.59 0.34 
8. 73 4. 18 4.55 
34.98 34.56 
3.66 2.02 I. 64 
2.92 I. 57 I. 35 
0. 74 0.45 
6.58 3.59 2.99 
34.41 35.23 
4.88 2.44 2.44 
4.22 2. 14 2.08 
0.66 0.30 
9. 10 4.58 4.52 
39. 79 40. 76 
5.90 2.38 3.52 
4.94 I. 99 2.95 
0.96 0.39 
10.84 4.37 6.47 
外国産雛の精巣重量がI~~ 内産雛より大であったことも，その成立の過程から推，i命して雑殺強勢発
現の結栄を示すものではないかとも考えられる．
初生雛の精巣重量の大小と雛のその後の発育との関係については2・3の報告がある. JAAP 
and THOMPSON (1944）は解化時大なる精巣重量を示す系統は，解化後8週令まで，より急速に
発育することを観察し，このことは，この系統の雛が雄性ホルモンを早期lζ分泌し，これが急速
な発育率を説明するものであると述べている．さらに JAAP (1948）は兼JH極の5系統についても
同様の実験を行ない， m化時精巣重量の小なる系統は6週令時体重が小さいことを観察した．し
かし｝AAP(1947）は別に初生雛の精巣重量と 6週令及び12週令までの発育速度を観察し.g降化時
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精巣重量は鶏脹後期を含めて，雛の初期の性的発達の程度を示すものではあるが，精巣重量と初
期発育速度聞の関連性については，否定的結果を示す系統もあったと述べており，これらの関係
については今後十分検討さるべきであろう．
第4表によると初生雛の精巣は，すべての場合，例外なく左側が右側よりも重・量が大であり，
雌の卵巣が左側丈けであることと考えあわせて興味深いものがある. van TrnNHOVEN (1961）は，
鶏においては左側精巣が右側精巣より大であるのが普通であり，鳩と七面烏では逆であると述べ
ている. BENNET (1947）も例数は少ないが，白色レグホン種の左右精巣重量の比較を行ない，解
化時においては左側が右側よりも大きし 左側精巣重量の平均が 2.6mg (1. 0-4. Omg），右側
の平均が2.lmg (0. 5 3. Omg）であったと報告している． 鶏における精巣の発育不均衡につい
ては三村（1928）の詳細な報告がある．三村は212の個体を用いて鶏！座及び瞬化後の発育過程を
通して左右精巣重量：を測定し，鶏脹の精巣については左側の大きい場合が非常lζ高率に現われ，
測定匪の94.8%を1:iめ，勝化l直後の雛においてもまた左側の大きい例が高率に現われ，反対例は
わずかに9.4%にとどまったとしている．そして発育が進むにつれて右側の大きい例がしだいに
増加し，年令が1年を超えた成鶏では，その例が439ぢの多きに注したという．本試験lとついても
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Number of ca田sshowing the testes weight relations at one day of age for male S. C. 
White Leghorn chicks. 
L>R L=R L>R Total 
No. % No. % No. % No. % 
Table 5. 
(100) 
(JOO) 
(100) 
(100) 
(JOO) 
(100) 
?????
『?
??
?
??
??
???
?
?
( 6.12) 
(10. 20) 
(16. 67) 
(27. 08) 
(11. 34) 
(18. 56) 
?
???
? ?
?
??
(16. 33) 
(20. 41) 
( 6. 25) 
( 6. 25) 
(II. 34) 
(13. 40) 
????
???
??(77. 55) 
(69. 39) 
(77. 08) 
(66. 67) 
(77. 32) 
(68.04) 
??
? ? ?
????
??
。??
『?
?
Treatment 
Foreign 
chick 
Treat. 
Cont. 
Treat. 
Cont. 
Treat. 
Cont. 
Expt. No. 
ワ
Group 
(100) 
(100) 
(JOO) 
(JOO) 
(JOO) 
(JOO) 
54 
52 
53 
55 
107 
107 
(12. 96) 
(21. 15) 
(20. 76) 
(25. 46) 
(16. 82) 
(23. 37) 
???
?
?????
??
? ?』?
?
?
?
?
( 3. 85) 
( 3. 77) 
( 5. 45) 
( 1. 87) 
( 4.67) 
???(87. 04) 
(75. 00) 
(75. 47) 
(69. 09) 
(81. 31) 
(71. 96) 
?，?
???
?
??
?． 。
?
。??
? ，
Treat. 
Cont. 
Treat 
Cont. 
Treat. 
Cont. 
Total 
2 Domestic chick 
Total 
同様に左右精巣室長：の大小lとより分類した結果を示すと第5去の通りであった．供試雛1:jlの対J!?.
区雛では，右側が左側より大きかったのは外国産雛で18.56%，悶内産雛で23.37%にすぎず， CAP
を投与した試験区では，外国産量mで1.34%，国内産雛で16.825'0'を示し，対！Kt区の場合よりさら
に少なかった．また i二記三村は左右1'i巣重量：lζ差のある場合lζ，その逃いを説明するため，各側
体lと対して差の百分率（100一右側精巣重量／左側精巣重量×100) を；n－算し， 発育全期を通して
店側の大きい場合lζおいて， kイゴNi巣室長の：＆はとくに顕著であることを報告している．本試験
の結＊についても同様に各似体lζ対して差の百分率を算／［＼し，各I洋毎lととりまとめると第2図の
.itfりであり，三村の結果と［1］じく，左右精巣重i誌の差は，左側が大きい場合の方が顕著であった．
郊の精巣における左右重l詮差と機能との関係を追究した報告は少ないが， MACARTNEY(1942) 
は左右精巣の重量去をは精巣機能の高低を反映するものではなく， mitoticdivisionの数は左側よ
りかえって右側が大であることを報告していることは注目に値しよう．
左側精巣重量と右側精巣重量聞の相関々係は第6表re示す通りであった．
J荘重量：聞の関係はかなり密接であり，第1回試験の国内産量f；の場合を除いて，
乙れlζよると左右中市
一般的lζ対照区よ
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りも CAP投与区においての方が相関は大となっている．
K作用したことを示すものと考えられる．
CAPが左右両方の精巣このことは，
口L>R(+)•L<R （一）
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Fig. 2. Average percentage of the difference between left and right testis at one day of age 
for male S. C. White Leghorn chicks. T, Treatment. C, Control. 
Correlation between left and right testis weights at one day of age for male S. C. 
White Leghorn chicks. 
Table 6. 
Domestic chick 
Treatment Cootrol 
Foreign chick 
Treatment Control Expt. No. 
0. 7711 0. 7479 0.5094 0. 7766 
0.4532 0.6726 0.5057 0. 7988 2 
CAPを投与した場合の1'1i雛重量は第4l・dζ示した通りであるが，
する精巣の感受性の程度をあらわすものと考えてよい．
雛におけるホノレモン分泌開始時J切については多くの椴告がある． KuMARAN and TURNER 
(1949）は1:=色ロック種を用い，解化i直後からl6j)!i)令までの精巣について研究し，組織学的に雄性
ホノレモン分泌の時期と分泌場所を究明しようとしたが，その時期については明確にしえなかった．
PAYNE (1942）は，白色レグホン稗若雄の下垂体について細胞学的に研究し，機能的な basophilic
cellが10日令で見られたと報告している. BRENEMAN (1937, 1941, 1945）は精巣に刈する gonado-
trophinの効果は，白色レグホン種では脈化後10日で，はやくも現われるが，横斑プリマスロッ
ク種やロードアイランドレッド様ではもっとおそいことを観察した.]AAP and THOMPSON (1944) 
は解化前k gonadotrophinが分泌されはじめ，したがって雄官I：ホルモンが早期に分泌されはじ
めるのではないかということを暗示したが，一方 ］AAPet al (1961）は瞬化後11日以前の雛の血
これは投与した CAPK対
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i右中lと存在する gonadotrophinは小量であり，体重の大きい品種の精巣を刺激するまでには到
らないであろうと述べている．
以上の報告から．初生雛の体内における gonadotrophin量は，たとえあったとしても小量で
あり，精巣を刺激するための闇値以下であると考えられる． したがって本実験の場合， CAP投
与に対する初生雛精巣の重量増加は， endogenous gonadotrophinの効果によるものではなく
て，純粋に投与された CAPK対する反応と考えてよい．
~~ 4表によれば， 2rngの CAPの投与により精巣重量はほぼ2倍lζ土斡大し， 初j生鋭l精巣が
gonadotrophin k対して高ーい感受性をもつことが明らかである.CAP投与区精巣重量は，第1
l司試験では外国産雛8.73rng, 圏内産雛6.58rng, 第2回試験では外国産雛9.lOmg, 圏内産雛
10.84mgをそれぞれ示し，外国産雛と国内産雛との聞に差が認められなかった．ただこの場合，
1f} 2回試験の国内産調mは体重が大きく，この事が精巣重量並びに CAP投与に対する反応を大き
くしているのではないかということが一応考えられるため，初生雛の体重と精巣室長聞の相関係
数を若手別に算出してみた．とれらの結果を要約すると，第7表の通りであった．
Table 7. 
Expt. No. 
2 
Correlation between body and combined tes旬sweight at one day of age for 
male S. C. White Leghorn chicks. 
Foreign chick 
Treatment Control 
0. 1343 
0.0517 
0.2879 
0. 1475 
Domestic chick 
Treatment Control 
0.2345 
0. 1266 
0.3065 
0. 1304 
第7表からljJらかなように体重とw・.m重量間の相IY.Jは全般的l乙低く， CAP投与区は対照区と
くらべて相関係数が例外なしに小さくなっているので， CAPK対する精巣反応の大きさが体重
lC支配される点は少ないと考えられる．すなわち体重の大きい個体のHが精巣重量が大であり，
CAP lζ対する精巣の！店長受YI：も高いという関係は作在せず， 両者の関係は小さい乙とが認められ
fこ．
JAAP (1961）は11日令において10単位の PMSを受けた雛の精巣と体重聞の相関は非常lζ小さ
く， 0.177を示すことから，乙の日令でのgonadotrophink対する精巣反応が雛の体重とほとん
ど関係ないものであることを示唆している．
1!~i試雛の精巣の重畳別 IL\現頻度及び分散については第 31き｜及び第 8 表 l乙ポす通りであった．
Table 8. Variance in testes weights at one day of age for male S. C. White Leghorn chicks. 
Expt. No. Weight. Foreign chick Domestic chick Treatment Control Treatment Control 
Left testis 0. 7904 0.3050 2. 1451 0. 7614 
~1£:~itestis 0. 7435 0.2681 I. 7913 0.5082 
med 2. 7244 0.8644 6.8664 2.2290 
Left testis I. 9121 0.5636 4.0085 0.5548 
2 ~1£:~ testis I. 7083 0.3570 2.4056 0.3644 
ined 6. 4779 I. 3743 12.5767 I. 3266 
対照区の精巣重量の変異については，第 11日l試験では国内産量Itの方が大きいが， u~2回試験で
は外国産雛の方がやや大きくなっている. JAAP (1947）は初生雛の精巣重量は 2.0 2. 7mgの
範聞にあり， 乙の変異は他のいずれの体組織の重量変異よりはるかに大きかったと述べ， JAAP 
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Fig. 3. Distribution of testes weights at one day of age for male S. C. White Legh01.1 chicks. 
et al (1961）は精巣重量の変異が体重変異より大きいことを報告している．
CAP投与区における外国産， 同内産雛精巣重量の分散を比較すると， 第1回試験では F=
6. 8664/2. 7244 = 2. 52 (Pく0.01), w 2Ir司試験では F= 12. 5767 /6. 4779=1. 94 (Pく0.01）をそ
れぞれ示し， 2回の試験とも国内政雛の方がその変異は有意l乙大きく，ホノレモン感受性の斉一性
花関しては外国産雛の方が国内産量mよりすぐれていた．この点について，外国産雛は体重が斉ー
であったからホルモン感受性が斉一であったとは考えられない． gonadotrophin IC対する精巣
の感受性lζ遺伝的効来・が働くとすればこれらの関係はド図re示す通りであり，遺伝的効栄は体丞
lと対してと同様化tl'f~共感受性の表7刊にあ！して 11'.（接的 lと作用するものと考えられる．
.£泣伝的効」~・
！感受YI：表明の斉~tt
へ体重の斉一性
←の部分は小さい
やの部分は大きい
解化直後の雛のホノレモン感受性lζ対する遺伝的支配が存在するとすれば，乙のような初生雛粘
巣の gonadotrophink対する感受性の斉一性は，鶏の発育や産卵のような経済形質におけるそ
の後の能力の斉一性と無関係であるとは考えられない．外国鶏が産卵能力のような経済形質につ
いて改良を進めてきた紡呆として，従属的Iζホルモン感受性の斉一性などの点ですぐれた結果が
得られたと推論すれば，経済能力の早期判定として，本実験のような生理的検定も，今後の種鶏
改良lζ何等かの役；情lをi災じ，経済形質lζ対する家禽育種の進歩を助長するものではないかとも考
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えられ，とれらの点に閲しては今後の研究にまたねばならない．
摘 要
外国産雛と国内産雛のホノレモン感受性の迷いを明らかにするため，それぞれの雄初生雛iζ1羽
当り計2mgの鶏下垂体前菜粉末（CAP）を12時間毎lζ3日間投与し，精巣重量反応を比較した．
初生時体重については，外国産雛と国内産雛との聞に違いがみられなかった．しかし外国産雛
では):,f'Sl回試験と第2回試験との聞に差がなかったのに対して，国内産雛では試験の反復によっ
て差が認められた．体重分散は常lと外国産雛が国内産雛より小さく，体重の斉一性に関しては外
国産雛の方がすぐれていた．
初生時精巣量重は外国産雛が国内産雛より大であった. CAP2mgの投与で精巣重量は約2倍
lζ増大し， CAPK対して初生雛精巣はかなり高い感受性を示した.CAP投与雛の精巣重量には
外国産雛と国内産調mとの間lζ違いが認められなかったが，重量分散は外国産雛の方が国内産雛よ
りも大きく外国産雛が感受性の斉一性lζ閲してすぐれた結果を示した．
体重と精巣重量聞の相関は低く， .il:伝的効果は体重lと対してとj,;J{,RIL:1'1J-W:感受性の表型l乙対し
てj1¥i:接的［ζ作用するものと考えられる．
初~l=.雛1WよItの gonadotrophin Iζ対する感受性の斉一性は鶏の発ffや必卵のような経済形質に
おけるその後の能力の斉一性と閲辿する可能性は大きく，本研究のような生理的検定も種鶏改良
の進歩を助長する一手段としての役i1mを来すものと考えられる．
Summary 
Two experiments involving 425 male White Leghorn chicks were conducted to study 
the difference of sensitivity between foreign and domestic chicks in their testes weight 
at one day of age to gonadotrophin. Chicken anterior pituitary powder (CAP) was 
chosen as the gonadotrophin for use in estimating sensitivity of gonadotrophin stimula-
tion on the chick’s testes. Each chick in treated group was injected subcutaneously 
with a total of 2 mgs. of CAP from 24 to 72 hours after hatching. 
Average body weights of domestic chicks were similar but variations of their body 
weights were more larger than those for foreign chicks. 
The weight change in testes of al chicks injected with CAP were about double those 
of non-treated chicks. 
In non-treated chicks, foreign chicks had heavier testes at one day of age than those 
for domestic chicks. 
Variations of testes weight in treated group of foreign chicks were much less than 
those for domestic chicks. Since correlations between testes and body weights in both 
treated and non-treated chicks were low, it would appear that testes response to CAP 
at this age may be almost independent of body size of chick. It appears reasonable to 
assume that genetic e妊ectmay act directly on phenotype of sensitivity of testes to 
gonadotrophin as well as on body weight of chick at one day of age. 
Sensitivity of testes at one day of age to gonadotrophin may be expected to be corre司
lated with later performance in such economical traits as growth and egg production, 
and so it is possible that those phisiological tests may play an important part in breed-
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ing for such economical characters. 
文 献
BENNET, C.H., 1947. Relation between size and age of the gonads in the fowl from hatching date to sexual 
maturity. Poultry Sci., 26, 99-104. 
BREENMAN, W.R., 1937. Male hormone and testis-comb relationship in the chick. Endocrinology, 21, 503-
510. 
BRENEMAN, W.R., 1941. Growth of the endocrine glands and viscera in the chick. Endocrinology, 28, 946-
954. 
BRENEMAN, W.R., 1945. The gonadotropic activity of the anterior pituitary of cockerels. Endocrinology, 
36, 190-199. 
BRENEMAN, W.R., F. J. ZELLER and B. E. BEEKMAN, 1959. Gonadotrophin出sayin chicks. Pourtry Sci., 
38, 152 158. 
CAMPOS, A. C., and C. S. SHAFFNER, 1952. The genetic control of chick comb and oviduct response to and司
rogen and estrogen. Poultry Sci., 31, 567-571. 
CASIDA, L. E., B. R. CASIDA and A. B. CHAPMAN, 1952. Some differences between two strains of rats deve-
loped by selection to differ in their response to equine gonadotrophin. Endocrinology, 51, 148-151. 
CHAPMAN, A.B., 1946. Genetic and nongenetic回 urcesof variation in the weight response of the immature 
rat ovary to a gonadotrophic hormone. Genetics, 31, 494 507. 
DAS, B.C., and A. V. NALVANnov, 1955. Responses of ovaries of immature chickens to avian and mamma-
lian gonadotrophins. Endocrinology, 57, 705-710. 
DoRFMANN, R. I., 1948. Studies on the bioassay of hormones. The relative reactivity of the comb of various 
breeds of chicks to androgens. Endocrnolgoy, 42, 7 14. 
Goonwrn, K., and R. K. CoLE, 1952. A strain difference in the gonadotrophic activity of the pituitary in 
young White Leghorn males. Poultry Sci., 31, 918. 
GRAHAM, J.C., 1931. Correlation of body weight at first egg to average monthly egg weights. Poultry Sci., 
10, 405. 
HAMBURGER, C., 1950. Gonadotropins. In hormone出 say. Emmens, C. W., Eds., pp 173-203. New York: 
Academic Press Inc. 
jAAP, R. G., 1935. Gonad-stimulating potency of individual pituitaries. Poulty Sci., 14, 237-246. 
jAAP, R. G., and R. B. THOMPSON, 1944. Natal testis weight and early post-natal body growth in the domes-
tic fowl. Growth, 8, 31ト319.
jAAP, R.G., 1947. On the signi白canceof variability in testis weight of day-old chickens. Poultry Sci., 26, 
545. 
jAAP, R. G., 1948. The influence of sex and hormones on growth and fattening of chickens. Eighth Worlds' 
Poultry Congress, pp 136-142. (Cited from KuMARAN, J.D.S. and C. W. Turner, 1949. Poultry Sci., 
28, 636-640.) 
jAAP, R. G., and H. ROBERTSON, 1953. The chick comb response to androgen in inbred Brown Leghorns. 
Endocrinology, 53, 512 519. 
jAAP, R.G., M. W. MuRRAY and R. W. TEMPLE, 1961. The genetic control of variance in comb and t田tes
weights of young male chickens. Poultry Sci., 40, 354-363. 
Ku MARAN, J. D.S., and C. W. TURNER, 1949. Encocrine activity of the tsetis of the White Plymouth Rock. 
Poultry Sci., 28, 636 640. 
KvLE, W.H., and A. B. CHAPMAN, 1952. Experimental check of the effectiveness of selection for a quanti・
tative character. Genetics, 38, 421-443. 
MACARTNEY, E. L., 1942. Diurnal rhythm of mitotic activity in the seminiferous tubules of the domestic 
fowl. Poultry Sci., 21, 130 135. 
三村ー， 1928.鶏re於ける左右皐ー丸の発育不均衡に就いて． 日畜会報， 3巻 l号， 11. 
MuNRO, S.S., and I. L Kosrn, 1940. The existence of a sex difference in the weight of day old chicks, with 
further data on the egg weight-chick weight relationship. Sci. Agr. 20, 586-591. 
MUNRO, S.S., I. L, KosIN and E. L. MACARTNEY, 1943. Quantitative genic-hormone interactions in the fowl. 
I. Relative sensitivity of five bareeds to an anterior pituitary extract possessing both thyrotropic and 
gonadotropic properties. Amer. Nat., 77, 256 273. 
，，，条誠一・今井 清， 1956.鶏の下垂体前菜の gonadotrophin. 1.雄鶏，産卵鶏並ひ’！こ休産鶏について．
． 
． 
38 佐賀大学農学会報第22号
家畜繁殖誌， 2巻2号， 41-43.
NESTOR, K.E., and R.G. JAAP, 1964. Selection for response to androgen and gonadotrophin. Poultry Sci., 
43, 1347. 
PAYNE, F., 1942. The cytology of the回 teriorpituitary of the fowl. Biol. Bull., 82, 79-111. 
TABER, E., M. CLAYTOR, J. KNIGHT, D. CAMBELL, J. FLOWERS and C. AYERS, 1958. Ovarian stimulation 
in the immature fowl by deciccated avian pituitaries. Endocrinology, 62, 84 89. 
UPP, C. W., 1928. Egg weight, day old chick weight, and rate of growth in Single Comb Rhode Island Red 
chicks. Poultry Sci. 7, 151-155. 
van TrENHOVEN, A., 1961. Endocrinology of reproduction in birds. In配xand internal secretions. Young, 
W. C., Eds., Vol. I, pp 1088-1169. Baltimore: The Williams & Wilkins Co. 
WILEY, W. H., 1950. The influence of egg weight on出Epre・hatchingand post-hatching growth rate in the 
fowl. I. Egg weight-chick weight ratios. Poultry Sci. 29, 595 604. 
